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1979年にみつ か ったや ま と阻 石 の話
武 田 弘
やまと鳴石発見の経過とその意義についてはすでに多
く報告されているので,こ こではあらためて述べない.
最近では,米 国での南極陽石の研究が急速に進んでいる
ので,南 極限石研究の焦点も,発 見数の問題から,いか
に惑星科学研究に重要な貢献をする明石が発見 され る
か,い かによい研究成果が生まれるかの質の問題へと発
展している.
第20次日本南極観測隊の矢内助教授らによるパーティ
ーが,1979～1980年にやまと山脈で回収した3000個あま
りの明石は,極地研の南極明石研究委員会の基礎分類研
究分科会のメンバーにより,その基礎分類研究が行われ
ている,初 年度の基礎分類研究 に よ り,処 理された約
1000個のうち,詳 しく研究されるぺきだと思われた明石
についてはかなり研究の進んだもの もあ る.こ の時点
で,や まと79明石が,今 までの南極以外の隅石とどこが
違 うのか,ま た南極明石の うちで,他 の地域,あ るいは
やまと限石の以前回収されたものとどう違 うのか,上記
南極明石の量より質への研究の発展期にあた り,その概
略を紹介したいと思 う,
明石は46億年もの昔,太 陽系の惑星が誕生した時,大
きな惑星にならなかった微小天体のかけらが落下してき
たものだといわれている.太陽系がどうしてできたかを
調べるのにわれわれが手にとってくわしく研究できる試
料 としては月の石以外には明石しかない.原 始太陽系の
できた頃のことが残されているタイムカプセルともいえ
るものである.太陽系ができた頃,沢 山あった微小天体
の破片は,今 ある惑星が大きく成長する時,そ の引力に
吸い寄せられてほとんどなくなってしまっている,これ
らの残された少しのものから太陽系のできた頃のことを
再現するのは,コ マのほとんどなくなったジグソーパズ
ルからもとの絵を想像するようなものである.沢山試料
があれば仕事がしやすい.
ここに多数の南極明石研究の一つの意義があるのであ
る.数 千個のやまと明石があれば,中 には今まで見つか
らなかった種類のものもあり,疑問 として残っていたも
のを解く鍵となるものが見つかっても不思議ではない,
氷の上で発見されたとい う特別な状態のため,地球の岩
石と区別がつかないようなものが見つかるとい う期待も
ある程度かなえられた.
やまと山脈にどうしてこんなに沢山の明石が集まった
かがわかれば,や まと限石の特徴が理解できよう.何千
年もの間に南極大陸のある地域に落下した明石は,雪 の
固まった氷の中にとじこめられて氷河となって大陸のま
わ りに流れて くるのに何千年もかかるといわれる.それ
がやまと山脈のような氷の流れをせきとめられるような
場所では氷が上向きの運動をし,風と日光により氷が失
われるにつれ,氷 の表面に隅石だけが残るとい ううまい
話が起ったらしい.
1979年までの991個と,1979年第1年 度分処理の982
個を比較してみると,同 じやまと山脈付近でも明石を集
めた地域によってかな り陽石の種類別の分布が異なって
くるようである.あ る時代のある地域に落下したかな リ
ローカルな色彩をもった胆石がやまと隅石として集めら
れているとい う証拠がだんだんとはっきりしてきている
ように思われる.将来やまと山脈隣接地域での明石探査
の必要性が痛感される.
やまと限石の多くは今まで見つかったすべての明石と
同 じように,コンドライトという種類の隅石が多い.300
グラム以上のものは約10個ある.この明石は原始太陽系
の宇宙空間でできたコンドルールと名づけられた最大直
径数m匝 に達する円いガラス質の球を含んでいる.ほ と
んどのコンドライトはその後加熱されて変化をうけ,も
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とあったコンドルールは変化をうけている.ほ とんど変
化をうけていないものほ ど貴重であるが数が少 く,研究
者の試料のうばいあいとなる,や まと明石にもこのよう
なものが見つかり,この不思議な球がどうしてできたか
の研究に大いに役立っている.と くにやまと691という
エンスタタイ ト・コンドライトと,や まと74191はこの
ようなよい例である.や まと79の中にも小さいながら円
いコンドルールがたくさんつまったものが見つかってい
るので,こ の方面の研究も大いに進むものと思われる.
このようなコンドルールを含まないものはエコンドラ
イトと呼ばれる.地球や月のある種の岩石と同 じような
組織をもっている,これは太陽系初期,小天体が強 く加
熱され一部分が溶けて,それから結晶質の岩石ができた
と考えられている.エ コンドライ トは今まで非常にまれ
であったが,か な りの数がやまと領有に見つか り,この
方面での研究は大いに進んだ.や まと限石より再現され
たところによると,月よりは小さい小天体で,表面が何
らかの理由で加熱され溶け,それが化学的物理的に分化
してできた地殻のもっとも原始的なものを持つ小天体が
あったらしいことが推定されている.と くに南極明石に
特有なものは,これ らの地殻がまた別の小天体の衝突に
よりこわされ,か きまわされ固まった角レキ岩 と呼ばれ
る組織をもつユークライトという隅石があ るこ とで あ
る.1979年に発見されたものの中にこのようなものが10
個位見つか り,しかも大きいものが多いので十分の研究
試料が得られるよう.これ らの角 レキ岩領有の中には,
もとの結晶質の岩石片が含まれている.今 までは小さな
ものしかなかったが,や まと790266の中には今までやま
と鳴石の中にはまれであった結晶質の普通ユークライト
の大きな岩石片が含まれている.
明石の衝突によりできた角レキ岩明石は月の高地の岩
石に似ているはずである.月のあばたで知られるクレー
ターができた時,微 小天体の衝突により,その付近の岩
石がほとんど溶けるまでに変化をうけたものが,ア ポロ
計画で持ち帰 られた月の石の中に見つかっている.1979
年に見つかったやまと明石に地球や月の溶岩のように穴
がたくさんあいて い るが,緻 密な隅石が多数見つかっ
た.これは今までに見つかった種類にはない珍しいもの
である.当初,明 石のもとあった天体で,火 成活動があ
ったのではないか と注目された.し かしその後の研究で
は,こ の種の陽石が溶けたのは小天体の表面に物体がは
げ しく衝突 したことによるものではないかと考えられる
にいたっている.この限石の化学組成は金属鉄の非常に
少いコンドライ トのものであるので,な おさらコンドラ
イトのようには見えない.強 力に加熱されて一度溶ける
ことにより円いコンドルールの形が消えてしまったもの
と思われる.同 じく強力な加熱のさい,揮 発性物質が気
化して穴をつ くったとも考えられる.あ る阻石にはまだ
円いコンドルールの形がかすかに認められ るものも残っ
ている.この種の明石は大小約20個位あるがすでに消失
した小天体表面にかつてあった表土に相当する物質で,
微小天体による強弱種々の衝突により,いろんな度合に
溶けたものや,そ の溶けたものが再結晶したもの,衝 突
の効果により固体状態で再結晶したもの,あ るいは固体
のまま粉々になり混ぜられ固化したものな ど含 んで お
り,この小天体の表面で起ったできごとを再現するのに
貴重な研究試料となるであろう,
この他やまとエコンドライ ト限石には微細なダイヤモ
ンドを含むことで有名なユレイライト明石がある.今 ま
で世界中で8個 見つかっただけなのに,やまと明石には
今まで知られている化学組成範囲の外に出るようなまれ
なもの3つ を含め5つ も見つかっている,1979年のやま
と明石の中にもやまとではもっとも大きい200グラムち
かいものが見つかった.ユ レイライトはこのダイヤモン
ドがどうして できたかなど多くの ナゾを残しているの
で,大 いにこの方面の研究が進むものと思われる,
炭素質隅石のあるものは地球以外の天体でできたと思
われるアミノ酸を含むことが知られている.や まと限石
にもこのようなものがあり,南極のクリー ンな状態で氷
づめにされていたため,地球の生物に汚染されていない
アミノ酸があることが確認された.1979年のやまと隅石
にも6個 の小さい炭素質コンドライトが見 つか っ てい
る.そ の1つ は非常にコンドルールが多い特異なもので
ある.これ らの貴重な隅石を材料に惑星科学研究の新し
い道が国際協力により開かれるのが楽 しみである.
(筆者1国立極地研究所客員助教授
東京大学理学部助教授)
南極観測隊便 り
一第22次越冬隊の近況一
6月初めから姿をか くしたままだった太陽も7月の中
旬には約1カ 月半ぶ りに顔をあらわした.今 年も気温は
高 目であるが,6月 上旬には寒波が襲来した.昭 和基地
では,昨 年の最低気温を早くも更新する 一34.8℃を記
録 し,みずほ基地では,基地開設以来の 一58.7℃まで
さがった,
恒例の ミッドウインター祭が6月22日に開かれ,全 隊
員 とも多いに騒ぎまくった.調理隊員による手のこんだ
和 ・洋食のフルコースに,暗 く長い日々を忘れ させた.
観測は両基地とも順調である,
農協では,毎 月もや しやかいわ り大根の出荷に忙がし
い.
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一第23次南極地域観測隊員決まる一
今秋,11月25rl出発する第23次南極地域観測隊44名
(越冬隊34名・夏隣10名)のうち,既 に決定 している隊
長,副 隊長(2名)を除 く41名(越冬隊32名,夏隊9名)
が6月15日に開催された南極地域観測統合推進本部総会
で決定,同 日発表された.
また,外 国共同観測派M'M・3名並びに南極条約に基 づ
く交換科学者1名 及び夏隊への同行者1名 も同n決 定,
発表された.
第23次隊は,新 らたに始まった宙空系の 「極域中層大
気総合観測(MAP)」雪氷 ・地学系の 「東クイー ンモー
ドランド地域雪氷 ・地学研究計|由i」環境科学系の 「南極
沿岸生態系における生物生産の基礎研究　(BIOMASS)」
をln点項目として観測を実施する,
なお,第23次隊員として決定された当研究所職員は次
のとお りである.
1越冬隊工
Tii空系:藤 井良一(超 高Jl,ee物理学第一.・研究部門助 「)
雪氷 ・地学系:西 尾文彦(雪 氷学研究部門助手)
環境科学系:福地光男(生理生態学研究部門助教授),
谷村篤(寒冷生物学第一研究部門助手),大塚英明(非
生物系資料部門技官)
設営機械:森 田頬赤(」ド業部観測協力室技官)
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1夏 隊]
設営一.一般;竹 内山男(・蚕業部観測桜ろ万富技官),梅木川
敷(事 業綱}業課lh務官)
[外国共同観測 ・マクマー ドサウンド地域派遣1
設営工学:寺 井 啓(極 地設営工学研究部r`1助手)
地 震:渋 谷和雄(地学研究部門助手)
[交換科学者 ・英国基地派遣]
氷河気象:藤 井理行("1'氷学研究部1"1助手)
一第23次観測隊員の夏期訓練一
策23次南 極 地 域 観 測 隊 員の 夏 期 総 合 訓 練 は 星 合隊 長 以
下45名(観 測 隊tと43名,観測 隊 員 候 補.X-1名,夏隊 オ ブ
ザ ー バ ー1名)が 参 加 し7月13[1から7月17nま で 文 部
省 菅 平 高原 体 育 而1究場 で行 われ た.
こ の総 合 訓 練 は,チ ー ム ワー クづ く りを主 な 目的 と し
て 例 年隊 員 が 出 そ ろ うこの 時 期:こ「∫わ れ る もの で,各 隊
員 は講 義,消 火 器取 扱 い訓 練,ラ ッシ ング訓 練,体 育 訓
練 の ほ か,夜 の 分 科 会 ・全 体 会 議 の ミー テfン グ等 の 課
題 に 取 り組 ん で い た.
幸 い 天候 に も恵 まれ,十 分 の成 果 をi':げ全 日程 を消 化
した.
第23次隊 は,11月25口の 出 港 を め ざ して 力 強 い第1歩
を歩 み 始 めた.
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氷河のコア ドリリング技術の発達
鈴木 義男
氷河の研究には内部の様子を知る必要なのはい うまで
もありません.い まは離れた所からの測定技 術 が 発達
し,例えば飛行機から氷河の表面温度が測れますが,こ
れは表面がはっきりとわかる場所だからで,氷 河内部の
ように目印のない場所を外から調べるのは難 しく,そこ
に口印となるものか測定Z}をいれてやらねば な りま せ
ん.そ のためのもっとも単純な方法が孔をあけることで
す.
孔をあけるとい うのは,そ の部分をよそに移すことで
す.軟雪なら棒をおしこんでやれば雪はまわりにおしや
られ,棒 をぬけば孔ができますが,お しこみのきかぬ時
は孔となる部分を削って粉にした り(機械的),融か し
た り(熱的),溶剤に溶かした り(化学的)して,動 きや
すい形にまず変えてや ります.便宜上,こ の作業を方法
にかかわらずすべて"切 削",切削されたものを"切粉"
とよびましょう.切削して切粉をとり除けば孔ができま
す.
ところで,測定器をいれ るのでは調べるのが難しく,
固体試料をとりだす必要のあることがあ ります.固体試
料をとりだせばもちろん孔が残 ります.試 料 は孔 の芯
(コア)にあたるので,固 体試料をとりだして孔を作 る
のがコア ドリリングです.
秋雲に棒のかわ りにパイプをおしこんでみます.パ イ
プの中の雪(コ ア)は側面で母体 ときり離されます.パ
イプ内面に細工をして,中 の雪が下方にはぬけないよう
にしてあれば,パ イプをひきぬくとコアは下端で母体と
ちぎれ,パ イプに入ったまま地上に回収されます.お し
こみのきかない場合は,パ イプの先に切削具をつけ,コ
アのまわりを環状に切削しながらパイプ内にコアをとり
こんでやればよいのです.
パイプをつぎつギとつぎたし,一度に長いコアをとっ
てもよいのですが,ふ つ うはある一定の長さLの コアを
とりこめるコア ドリルという器具を地上から吊し,切削
と回収を交互にくり返します.切 粉の処理はこれ らと同
時に行うので,孔 を掘るに要する時間は,切 削時間と回
収時間との和です.簡単な計算から,深さDを掘るに必
要な時間Tは 次式で与えられることが判 ります.
　　　　　　 DD　　　　　　 DtT=T+τS+'tv-(・)
ここで,vは 切削速度,Vは ドリルの上下速度,Sは ド
リルからのコアの取 りだしや ドリルの点検など,コ ア採
取の深さに無関係に1回の作業に必要な時間です.
さて,コ ア ドリルは具体的にはどのようなものかを,
開発のあとをたどりながらみてみましょう,開発の主役
は南極氷床の全層掘削を計画し成功させた米国陸軍寒地
工学研究所(ク レル)で す.彼 らはまず地盤用のロータ
リー ドリル(450m用)をグ リーンランドにもちこみま
した.こ の装置はコア ドリルを鋼管をつないで吊し,地
上の動力で回転させ切削を行うもので,切粉は鋼管内か
ら孔底にいた り孔内を上昇して地表にもどる空気流で排
出しました.これで1956年305m,翌年411m,さらに
57～58年,58～59年と南極で使われました,
この方式は ドリルの上下に鋼管を1本つつ脱着するの
で時間がかか ります.鋼 管1本 の長さを5m,脱 着に5
分とすると,上下速度Vは60m/h以下です.採 取コア
長を5mと すると,(1)式の第3項 だけでD・=1500mの
時7500時間以上とな ります.ま た,切 粉の排出も深さに
つれ難しくなるので,2000mをこえる南極氷床の全層掘
削はこの方式ではほとんど不可能 と思えます.
それで,1960年,クレルは ドリルを電力ケーブルで吊
り,切粉は ドリル内の容器に運ぶ,そ の後現在まで主流
となる新方式を採用しました.ド リルの上下はウインチ
で行いますのでVを2000m/h位にするのは容易です.
クレルは3600mのケーブルをまき,油圧駆動で最高速
3000m/hのウィンチ(重 さ19t)と,環状ヒーターをも
ち,融 水は水ポンプで ドリル内タンクに送 る熱 ドリル
(Lは3m,vは氷温によるが2～3m/h,重量400kg,
全長9m)を 作 り,グリーンランドで試験を重ね,1963
年の夏の終 りには264mまで掘 りました.翌 年の作業再
開に備えこの孔はケーシングのうえ,軽 油とトリクロー
ルエチレンをまぜた,ほぼ氷 と同密度の液 を いれ ま し
た.
孔を液でみたす(液 封ずる)理由にふれておきましょ
う,氷河内は100mにつき約9気 圧のわ りで圧力が上昇
しますので孔はこの圧力で収縮します.そ の速さは氷温
と圧力によ りますが,氷 温0℃ だと200m深で径100mm
の孔は1日1mm収 縮するそうです.収縮がはげしいと
掘削をつづけるにはたえず拡幅が必要で,つ いには拡幅
に追われ掘削が進まなくな ります.南 極で液封なしの掘
削(乾 孔掘削)は500～1000mですが,長 期間中断する
時は浅くとも液封が必要です.
さて,翌1964年は液封孔内で掘削を再開 しました.液
中では熱が下方の氷に有効に伝わらないなどの困難が生
じましたが,夏 の終 りにはどうにか535mに達 しま し
た.し かしクレルは液中での熱 ドリルの使用 をあ き ら
め,モ ーターを組みこみ機械的に切削するエ レク トロド
リルを採用します.切 粉はタンクと刃先を循環する不凍
液に溶かして回収 しました.重量1200kg,全長26m,
採取コァ長6m,切 削速度10m/hのこのマ ンモス ドリル
4
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で,ク レルは1966年7月,1356mで氷 河 底 に 到)韮,っ い
で 南 極 パ ー ドフ1ζ地 で も,フfル ン層 を熱 ドリル で 掘 削 し
ケ ー シ ング して波 動 した の ち,こ の ドリル を用 い,1968
年1J]29ri,2164皿の 全 層 掘 削 に 成 功 しま した.
南 極 氷 床全 層 掘 削{ま米 国 の 威 信 をか けた']}:業で,設 営
面 で も 無限 ともい え る膨 大 な 支援 が な され ま した.以 後
この よ うな 大規 模 な掘 削 は 行 わ れ ず,コ ア ドリ リ ンク.の
歴 史 は 各 国の 設 営 能 力〔こ応 じた 軽{ヨ:装置 に よ る 掘 削 の 時
代 に移 っ てゆ き ます.
大型 熱 ト.リル の 経 験 を生 か し,ク レル は1965年に450
m用 の 熱 方 式 曜.吊:装置 をt11"L)まし た.こ れ は,5kw発
電 機,450m川 ウ イ ンチ　(V=・looem/h).採取 コア 長 を
2m縮 め,吸 水 を タ ンク減 圧 方式 に 変 え た 熱 ド リル か ら
な1),全1巨:m1,2tです.〔 軽ln:化の 吐は,J.ヒ,fl:rv:0.6kg/
mの 専 用 ケ ー ブ ル の開 発 です.ノ く型 ウ イ ンチ の ケ ーブ ル
は1.ヒ.irl:1":2.2kg/mあ0450mでも990kgです).3～4kw
の ヒ ー タ ー電 力 で,孔 径17cm,コ ア 径12cmを1.5～
2.5m/hで切削 し ます.'il;2mfh.S=lflOh,V=1(X〕{}
m/h,L=2mと す る と,(1)式よ り,抽1削時 間 は400m
で30011ti－問,100mで60時 間 となt)ます.こ の 装 置 は 改
良 を加 え なが ら現 在ま で 数 台 作 られ,い ま で は ほ ぼ 肚.1illi
どお りの安 定 した 性 能 を示 し てい る よ うで す.
}}(温0℃の 氷 を融 か す に は 約3{H)J/cm3のエ ネル ギ ー
が必 要 です か ら,切 削 面 へ の 熱 供 給 が30wfcm2のikill,
切 削速 度 は0.1cm/s(3.{im/h)です.ク レル の ヒー タ
ー の能 力 は この 程 度 と思 わ れ ま す .(オ(温が 低 い と融 解
の 所 要 エ ネル ギ ー が増 え,ま た,周 囲 へ の 熱 損 失が さけ
られ ぬ の で 切 削速 度 は遅 くな り ま す.)ヒ ー タ ーの 形 や
材'質を 改 良 して熱 供給{1}:を高 め る試 み もあ1)ます.フ ラ
ンスは 放 熱面 積 の ノ(きい ら せ ん ヒー タ ーで,切 削 速 度4
～5nVhの 熱 ドリル を作 りま した .切 削速 度 を さ らに 高
め る に は,ヒ ー ター を直 接 切 削面 に接 す る方 式 では 難 し
く,適 当 な熱 媒 体(水 蒸 気 な ビ)を 切 削面 に吹 き つ け 考:)
な ビの 新 方 式 が必 要 と考 え られ 生す が.ま だ コ ア ド1〕ル
に は,本 格 的 に 使 われ て は い ま せ ん,
多少 この 点 を考 え て い る の は ソ連 が1972年に 作 った ド
リル で す.こ れ は 液 封孔,.li:川で融 水 処理 がぷ つ うの熱 ド
リル と ま った く異 な り,1癌告が 簡 単 な 点 か1',も注 目す べ
き もの で す.下 端 に ヒ ー タ ーの つ い た コア バ レル 内 に ピ
ス トンが あ り,ま た,コ ア バ レル に は ケー ス が か ぶ せ て
あ ります.は じめ ピ ス トンは バ レル の 下端 に あ り,上 部
には 適 当 な濃 度 の アル コー ル 水溶 液 を いれ て お きま す.
コ ア が バ レル内 に 入 る に従 い ピ ス トンは 上 に 押 され,ア
ル コー ル は バ レル 上 部か ら ケ ー ス との 隙 間 を通 り,ヒ ー
ター で暖 め られ て 切 削面 に流 出 しま す,融 水 で 薄 め られ
た ア ル コ ー ル水 溶 液 はそ の ま ま孔 内 に残 し ます.こ の ド
リル は融 水 タ ンク が 不要 のた め,コ ア採 取 長2.6rnに対
5
し全長 わ ず か3.2m,ま た 切 削速 度 は4～5m/hで す,
1978年12月,ロスflli)}(416mを1311(実動約 80時[llj)で
掘 りま した.
小 型 エ レク トロ ドリル[よ,ク レル 大型 ドリル の 小 型 化
とみ る よ り,r動 ドリル の 機 械 化 とい うべ きで し,tう.
1950年代か ら,数m深 の コア ドリ リ ングの た め の 手 動 ド
リル が 各地 が閻 発 され ま した が,そ の 過 程 で,氷 に 対 し
て は刃 角 の鋭 い 平 刃 が 切削 効 率 の よい こ とが わ か って き
kし た.りJ削 所 要 エ ネ ル ギ ーは 熱 式 よ りは る か に 少 な
く,室 内 実 験 て は1Jterni以下 の 値 が え られ ま ず.実 際
よ くきれ る 手動 ドリル だ と,人 力(80w位)で10r}cmL'
を20m/h位 の速 さ で 切削 し ます.
ふ つ う手動 ドリルの 切橋 排 除 は,バ レル 外 側 に つ け た
ら せんC.]れに よt)ます.こ の バ レル に 上端 に バ レル 回 転
用 の モ ー タ ー をつ けた 長 い ケ ー スを か ぶ せ,ケ ー スL部
を りJ粉容 器 と し,さ ら に,切 削 の トル クの 反 力 で ドリル
が 逆 に 回 され るの を防 ぎ,し か も ドリル の 上下 に は 支障
の な い よ うな回 りII工め装 置 をつ けた の が 小 型 エ レ ク トロ
ドリル の標 準形 です.こ の よ うな ドリル が,ア イ ス ラ ン
ド(1972年),クレル(1973tl,),スイス(1974年),デンマ
ー ク(1977年),「1本(1979年)など1970年代 に 各国 で 作
られ ま し た,町 村 排 除 にか な り動 力 を使 い ます が,そ れ
で も これ ら の ドリル は5⑪～1000wの電 力 で20～60m/h
のUj削速 度 をえ て お り,熱 ドリルの 数10倍の 効 率 を示 し
て い ま す.た だ,ら せ んひ れ 方式 は ま だ 切粉 排 除 に 難 が
あ り,コ ァ 長 は浅 い所 で1m程 度 で 深 くな るに つ れ 短 か
1し
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くなるようです.(後者 はとり残した切粉がたまるため
のようで,時 々孔底を掃除すれば防げそ うですが,掃 除
を行った例はありません,)それでこれらの ドリル は多
くは200m以後用に,専 用ウインチと1～3kwの 発電
機と組みあわせた装澱として開発されています.全 軍琵:
は2∞m用 で300kg,100m用で150kg程度,小 型飛
行機やスノーモービルで簡単に運べ,200mを70時間,
100mを20時間程度で掘 りま す.(v=40m/h,L～0.8
m,S～1/10h,V～1000m/h).
最後に現在の開発の動向に簡単にふれ て お きま しょ
う.エ レク トロ ドリルでは,採取コア長を1.5～2mにの
ばすことが一つの焦点です.機 構の簡単ならせんひれ方
式はすて難く,この改良により初回のコア採取表をのば
し,これに真空掃除機型の掃除機による時々の孔底掃除
を併用することが考えられます.も しlmの コア長が確
保できれば,400m級で現在広く使われているクレル型
熱 ドリルの所要時間をかなり短縮できるでしょう.現在
クレルは1000皿用にコア長2mの ドリルを開発中です.
熱 ドリルはコアの方位づけが容易という利点がありま
すので今後とも広 く使われるでしょう.ク レルの ドリル
は安定していていますが,も う少し切削速度をますこと
が望まれます.
1000mをこえるように液封孔内での掘削は1970年代に
は行われていません.ア ルコール水溶液で液封できる時
は,前 にのべたソ連の熱 ドリルが面白いでしょフ.ア ン
マークでは1979年,タンクを減圧しながら切粉と樹液を
吸いこむ,採 取コア長3mの ドリルを作りました.これ
は ドリル内にバッテリーを内蔵し,吊 り下げはワイヤー
で行 うという点でも革新的なもの で した が,1979年3
月,ク レルの氷井戸でのテス トでは予期の性能を発揮し
なかったようです.
(筆者:北 海大学低温科学研究所助教授)
極地科学及びこれに関する分野を専攻する大学院
博士課程在学中の者
3受 入れ期間
昭和56年10月から昭和57年3月まで
ただし,当該大学院の申出により,受入期間の
延長を認めることがある.
4受 入れ場所
国立極地研究所
5研 究指導の項n及 び担当教官
1巖分野1研 彌 ・;一言∫籟 －
i.平 沢威男 教 授1
i!オ ー°ラ現象論1蝦 鯛 灘1
|・高物・学!爵 。論 瓢 藪轟
Ii　 　　　　　 一江尻全璽 助教授.
1磁 気圏粒子運動論
」南極氷床論
気象 ・專氷学1極地気象学
極地海洋学
i江尻全機 助教授I
I楠 宏 教 授'
.1-一 ー 一ー 一1
i川口貞男 教 授|
楠 宏 教 授1
大学院学生の受入れにつ いて
地 ・ 麟 ・・岩搬 び1矢内桂三 助教授
南極海洋生態学 !内藤靖彦 助教授
[T1
生 物 学 「南極陸上生態学
極域植物分類形態学
1
松m達 郎 教 授
大II」佳邦 助教授
松m達郎 教 授
神田啓史 助教授
かねてから検討を重ねてきた大学院学生の受入れ問題
については,今 年6月 「当面は板橋の研究所内において
実施できる範囲内で協力する」との結論を得て,各 関係
大学共同利用機関に次のとお り公募した.
なお,昭 和基地においての協力は,現 行制度上未解決
の問題もあり,今後に検討がゆだねられた.
<昭和56年度国立極地研究所受託学生受入要項>
1研 究分野別受入人員
超高層物理学3人 気象 ・雪氷学2人
地 学1人 生 物 学2人
2受 託学生の資格
6受 入れ手続
o提出書類
所定の 「大学院研究科長の委託要請書」に次の書
類を漏 すること.●
(り指導教官の推薦書
(2)当該学生の略歴書
〔3)当該学生の成績証明書
o提出期限
昭和56年8月末日
7受 入れの通知
当研究所大学院教育協力委員会の議を経て,所長
が決定し当該研究科長あて通知する.
◇ ◇ ◇
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レ来 訪 者く
2月16口　 Dr.　BUNT,　J.　S.　(オー ス トラ リア 海 洋 研究
所 研 究 員)
2月18日～21日　 Dr.　MICHAEL　B.　DUKE(米 国 航 空
宇 宙 局 ジ ョ ンソ ン宇 宙 セ ンタ ー研 究 員)
Dr.　MITSUNOBU　TATSUMOTO　(米国 地 質 調
査 所 研 究 員)
Dr.　ROY　S.　CLARK(国 立 ス ミソ ニア ン 自然 史
博 物 館 研 究 員)
Dr.　CYRIL　PONNAMPERUMA　 (メリー ラ ン
ド大 学 化 学 部 教 授)
Dr.　CARLTON　B.　MOORE(ア リ ゾナ 州 立大
学 限 石 研 究 セ ンタ ー教 授)
Dr.　MICHAEL　E.　LIPSCHUTZ　(パァ デ ュ大学
化 学 部 教授)
Dr.　KUNIHIKO　NISHIIZUMI　(カリフ ォル ニ
ア大 学 サ ン ・ジ ェ ゴ分 校 研 究 員)
張 淑 媛　(CHANG　SHUYUEN・ 北 京 大 学 地 質
系 副 教 授)
2月19日～21n張 文 佑 　 (ZHANG　WENYOU・ 中
国 科 学 院 地 質 研 究 所 長)
常 子 文(CHANG　 ZIWEN　・中 国 科 学 院 地 質 研
究 所 研 究 員)
3月20日　 Mr.　DNALD　STEWART　MILNE　(ニュ ー
ジラ ン ドヘ ラル ド社 編 集 次 長)
4月13日～16口　 Dr.　TAKESHI　OHTAKE　(アラ ス カ
大 学 地 球 物 理 研 究 所 教 授)
4月27日～29日　 Dr.　TUNEO　NISHIYAMA　(アラ ス
カ大 学 海 洋研 究 所 助 教 授)
5月1日 ～7月31日　 Dr.　VICTOR　ADOLPH　SCH・
MIDT　(ピッツ バ ー グ大 学 准 教 授)
5月26日～29日　 Dr.　EDWARD　S.　GREW(カ リフ ォ
ル ニ や 大 学地 球 宇 宙科 学 部助 教 授)
6月25日～28日　 Dr.　SYUNICHI　AKASOFU　(アラ ス
カ大 学 地球 物 理 研 究所 教 授)
〉見 学 者く
6月30日板橋区立中学校社会科担当教諭10名
通信関係では,VHF無線機(EF-138(55MHz)5台,
JHV-224T(150MHz3台)を雪上車に設置した.
秋のみずほ旅行では雪上車の不調が目立ったが,暗 い
時間が長 く視程が悪かった中で,レ ーダーの効果は極め
て大きかった,
第22次隊 月例報告
〈56年5月 ・6月 〉
5月は天候が悪 く,日照時間及び快晴日数の少なさ,
平均雲量の多さはこれまでのうちで第1位 とな り,風も
強 く,このため昨年ほどではないが気温は高かった.し
かし6月になって太陽のない季節を迎え,上 旬は好天と
なり気温が下 り,昭和基地では 一34.8℃と,昨年の年
最低気温をすでに下まわ り,み ずほ基地では 一58.7°C
と開設以来の最低を記録した.中下句は再び天候が不良
になり高目の気温 となった.
5月末のブリザー ドによって大きく割れた りュッツォ
・ホルム湾の氷も次第に凍結し,6月 下旬にはとっつき
岬までの海氷も60cmとなった.
観測報告
超高層研究観測:西 オ ングル島テレメー タ基 地 の
VLFア ンテナがブ リザー ドによって倒れた,原 因はタ
ーンバックルがゆるみ,ス テーワイヤーが外れたためで
あるが,予 備のアンテナ材料を用いて補強し,26日復帰
した.ま た,低 温のため　PM　モジュレータ,リオメー
タが故障したが,予備器を用いて復帰させ,保 温に注意
し現在は正常に動作している.
気水圏:S16一みずほ基地間の雪尺網の測定及び表面
積雪サンプリングを実施し,6月 には風速計,飛 雪計,
インターバル8ミ リカメラを観測棟北側の海氷上に設置
し,地ふぶき観測を開始した.
環境科学:み ずほ旅行において,有機塩素化合物及び
重金属類分析用の雪 と花粉分析用の蛍 を採取 した.ま
た,み ずほ基地に集積してあった花粉分析用雪サンプル
を昭和基地に搬入し,80箱のサンプルのうち39箱につい
て花粉抽出処理を終えた.　COi濃度については,4月 と
あまり変らず5月 平均339.3ppm,6月平均338,9ppm
であった.
地学:西 オングル諸島の地質調査を引続き実施してい
る.地学棟重力点重力値決定のため昭和基地重力基準点
と地学棟重力点との間の往復測定を7回実施し,地学棟
電力点において電力連続観測を開始した.
設営報告
燃料消費内訳 単位:1
5月6月
区 分 雇 量 眺 騨 劃 ・ ・
　 　普
通 軽 油14,3251345,635:14,109.331,526
[灯 油5,30336,7535,784.30,969
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
昭 和 基 地(Syowa;89532)
5月(May)
一11.7℃
一4
.6
一22 .1
986.4
1.7
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehurnidity)(%)　65
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind
speed,　10-min.　mean)(皿/s)
瞬 間 最大 風 速(Gust)　(m/s)
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"むらさき御殿"と はいかにも風流な名前である.み
hP禅 山,.一 一り 一"u"叩 …N♂"'1.,'"噛 りhSJ_kiL1-_一 一 一""、t`t.A-一 －f't、、
{
殿の名が初めてつけられたのであろう,みずほ基地は雪 モ
}
の下にあるので部屋を作ろうとすれば どうしても雪を掘{
。て纏 を働 なければ妨 ない.・ のようt・!'の膿1
ができあがると,多 くはむ らさき御殿 となる.「多 くは」1
と言うのは,雪面からの深さがこの微妙な色合いに関係{
するからである.図のように,太陽からの光は雪の中に1ミ
入 り吸 収・散乱されるが・特に雪の中では張 い職{
の光(赤や黄色)が 沢山吸収される.こ の結果,あ る適{
切な深さのところで,青 や紫色の光が残 り,この美しい1
蕊驚 の鷺編㌶蕊L㌶{}
の雪の部屋は紫色に輝 く.実際には,光 の量が季節によ モ
モ
って異なるため,残念ながら,みずほ基地での長い冬の
期間は見ることができない.さ て,17次隊で作られたむ
らさき御殿はと言うと,20次隊の時には,天井が雪の.屯
さで下が り,更にその上に新らしい雪が積もり,また天
井には霜の花がびっしりできあがり,も う紫の色はなく
なっていた.か わ りに19次隊が新たに作った気水圏観測
1
た,これはNHKテ レビで見られた方があるかも知れな{
{
、
っていることであろう.む らさき御殿を自から新たに建
設するのを楽しみに,みずほ基地に行 くのもまた素晴し
いだろう.
'
鵬 物のための雪の服 が美しいむL:、さ き御殿 で あ 。1
ずほ基地の雪の下Lsm位 のところに作られた雪の部屋 い・現在はこの雪の部屋も建物が入D,多 分今はな くな
の呼称である.部 屋の色はもちろん紫色だ.第17次 隊
(1976年)の途中からみずほ基地の通年越冬が続いてい
るが,こ の17次隊が掘 り上げた雪氷実験室にむらさき御
㌔縁 ψ..F…一."輔.bP…押"一 憎巴….→"一 ト炉… 一 一.、一炉.,
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